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近畿地寧の陶石鉱床について（その31））京都府熊野郡下陶石鉱床調査報告

一甲山陶石2）誇よぴ油池陶石3）について一
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On　the　Pottery’Stone1）eposits　in　Kinki　Region．（Part3）Survey’of

　　　　Pottery　Stone　Deposits　in　Kumano．gun，Kyoto　Prefecture

　　　　　　　　　　　　－On　Koyama　and卜Yuik：e　Deposits一

by

Yuji　Tsukawaki

　　　　K：oyama　and　Yuike　Pottery　stone　deposits　are　situated3．5－4km　east～vard　from：Kumihara

sta奮ion，Miyazuline，Ky・t・Prefectur6．

　　　　The　rocks　in　this　district　are　composed　mainly　of　conglomerate，Iower　Tertiary　sedi働1

ments，and　Iiparite．　『Comglomerate，with：N70。E　strike　and20。NW　dip，covers　the　biotite

granite．Lip琶riteisblui曲一greyinc・1・urandveryc・蜘act．

　　　　The　deposits　in　this　district　are　considered　to　have　been　altered　from　liparite　by　hydro・

thermal　solution，

　　　　h　Koyama　deposit，with　N70。E，is　about200m　long，and　abouも35m　wide．　The　ore

consists：mainly　of　quartz，sericite’and　glassy　matter．　In　Yuike　deposit　with　a　general　trend

of　N600耳，is　nearly　vetic歌L　Its　maximum　width　is　about130m3nd　i七s　Iength　is　about900m。

↑血e　e置stem　part　of　this　deposit　res，embles　to　Kayama’s　one，but　in　western　p翫rt，the　ore

consists　mainly　of　glassy　matter　and　q聡rtz　with　a　sma11amount　of　sericite。

　　　　Ore　feserves　are　estimated　as　fo110ws：

　　　　　　　　　Total　reserves

Usable　fOr　whit今porcelain　raw　materials

Koyama，deposit
　　　　　　　　　　　、
Yuike　deposit

　178，000t

3，370，000

　　71，000乞

1，054，000

Total 3，548，000 1，125，000

　　　　The・r郎・fthebgsゆalityinthesetw・dep・5itsmayn・tbginferi・rt・the・res・f

Amakusa、and　Izushi．

＊　大阪駐在員事務所

註1）　遊畿地区の陶石鉱床について

　　　（その1）兵庫縣出石町阻近の陶石鉱床調査報告一地質調査所月報第2省第1号（1951）

　　　（その2）兵庫縣出石陶石第二叛調査報告

註2）r甲嶋石」縁餅離陶石jの爾鉱郎，現在齢婚騨器難間松r瀞陶石」と呼撚択い甑こ仙繭床鰍講る重・く京
　　　都府熊野那榊野村甲山および同郡海部村油池に存する竜のセあり，さらにこの函村に竜新しい陶石鑛床の存在も予想される兎め，本報文において

　　　は，憩野村甲山に存する竜のを「甲山陶石」，海部村油池のものを「油池陶石」と命名し兎。

43一（589）



地質調査所月i報（第4巻第9号）

　　　　　　　1．一緒　　言

　　　　　　　　　こうやま　　　　　　　ゆいけ
　今回，京都府熊野郡にある甲山陶石および油池陶石の

両鉱床の調査を実施した。

調査に際しては各所に難壕掘を行い，陶石脈の脈巾お

よびその埋藏量を確認した。その結果をこ＼に報告す

る。

　なお，今回採取した試料の品質試験を京都市立京都工

業研究所に俵頼した。品質試験担当の各位に深甚の謝意

を表するどともに，調査に際して種々便宜を供与きれた

「あまべ」陶石株式会肚小林新一肚長および現場の各位

に謝意を表するものであるo

2．沿　革
　甲山陶石鉱床は明治40年頃に発見され，南郷某（多治

見市）・矢野文吉（京都府中郡）によつて探鉱され，約2

力年に亘つて盛んに採掘きれたと伝えられ，その後昭和

23年発見きれた油地陶石鉱床とともに金・銀・銅・硫化

鉄および明馨石の鉱区として，永砂喜与にようて試掘権

が設定きれていたが，昭和26年1月31日新に探石法が公

布され，小林新一（京都府中郡）・浅田隆海（京都府熊

野郡）によつて「あまべ」陶石鉱業所が興きれ，同年6

月r萌べJ陶石瀬会樹蕨小禰一）ゐ創説と
もに採石権の設定をうけ，さらに甲山陶石・油池陶石と

略関孫地域の土地所有権を得，昭和27年4月以来本格的

事業に着手し，既に試料は日本碍子株式会肚（名古屋

市）・岐阜陶業株式会就（多治見市）・日本陶料株式会肚

（京都市）始め京都・瀬戸・多治見等の各製陶会杜に邊

られており，当鉱床の開発利用は蒼・々軌道に乗りつつあ

る。

　　　　3．位置および交通
甲山陶石は京都府熊野郡神野村甲山に位置し，山陰支

城

崎

郡

巳　本　梅

♂1
　属　　　　ノ久美浜町
　　　　l　　　x甲山陶石

駄、．孫讐》

第1図　京都府甲山・油池雨陶石鉱床位置図／

線宮津線久美浜駅の東方4。Okmの所にある。、

油池陶石は同郡海部村油池に位置し，甲山陶石の西方

0．5kmの所にある。

久美浜駅から両陶石鉱床までの闘はその大半府道であ

つてトラックの蓮行は可能である。

4．地形および地質

　本地域は中央に川上谷川流域の平地があり，これを擁一

んで東部および西部にそれぞれ甲山陶石および油池陶石

の両鉱床が胚胎しており，前者は比高50m，後者は比高

100m内外の石英粗面岩から成る緩い丘陵地である。

　当地域の地質は，主として第三紀の礫岩および石英粗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　も面岩から成つている。

　礫岩は下部第三紀に属するもので，当地域の南方地区

（附図外）に広く分布し当地域の基盤をなしている黒雲

母花闘岩の上に不整合にのつている。その走向はN70。

E，傾斜20。NWで，礫は安山岩の円礫ないし半角稜の

あるものを主とし，僅かに花闘岩を含み，その大きさは

直径20cm以下である。一

　石英粗面岩は青友色を呈し，緻密で斑状構造を呈し，

前記礫岩の堆積後噴出したものである。

5．鉱　　床

　5．1　甲山晦石

　甲山陶石鉱床は，当地域に分布している石英粗面岩が

浅熱水液の上昇の影響をうけていわゆる陶石化作用を蒙

つたものと考えられ，その変質地帯の走向はN70。E，傾

斜は垂直で，平均巾35mで・走向延長に200n｝連続して

いる。

　甲山陶石の鉱石は微小な石英粒・鱗片状の絹1雲母およ

びガラス質物から成り，局所的には多小の相違はある

が，大体石英30～50％，ガラス質物40～60％，絹雲母

10％と推定される。石英は径0．01～0．03mmの微晶を

なし，絹雲母は長き0．01～0．02mmの鱗片状結晶をな

し，稀に1mm内外の集塊をなすものが認められる。

　また当鉱床は後記鉱量計算を行つた地並以上には硫化

物の存在は認められない。

　5．2油池陶石
　油池陶石鉱床も甲山陶石鉱床と同様に，右英粗面岩が

浅熱水液の影響によつて帯状に陶石化したものと考えら

れ，その走向はN60。E，傾斜は垂直である。七号および

八号の両露頭地域において3ヵ所の塾壕掘を実施して，

七号においては脈巾120m，八号においては脈巾130m

、を確認した。また一号・二号および三号の各露頭におい

てはいずれも脈巾60m，五号露頭においては35mで，陶
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　　　　　　　　　ご第2図京都府熊野郡下陶石鉱床地質鉱床図

石脈の大半は沖積暦に覆われているものと考えられ，陶

石脈の走向延長は900mに蓬する。

油池陶石鉱床鉱石のうち，その東部のもの（一号・二

号・三号および五号のもの）は甲山陶石のものに類以し

ており，一般にガラス質物多く，石英の量が少なく，比

較的縞雲母が多いが，その西部のもの（七号および八号

のもの）は主としてガラス質物および石英から成り，絹
『
雲
母 は少ない。石英は全体の約60％を占め，その大きさ

も一定していないが，大体0，01～0，08mlhのものが多

い。

　また，当鉱床は前述したやうに，鉱床の規模が極めて

大きいので硫化物の存在も考えられるが，今回の調査に

おいて幡これは認められなかつた。

一般に甲山陶石および油池陶石嬉割れ目に酸化鉄の庫

膜を伴うが，内部は一般に白色ないし黄白色緻密のもの

が多く，一見兵庫県出石陶石に類似している。

6．品　質

当地域の陶石は，かなり広い範囲に亘つて賦存してお・

り，品質も多少の相違がある。一般に表土に近い部分は

、軟質で，鉄分による汚染の著しいものも見られるが，下

部は比較的硬質で良質のものが多いようである。

今回の調査において採坂した試料を京都市立京都工業

研究所にて品質試験を行つた結果衣の通りである。

試料番　号

1
2
3
4
5辱

6
7
8
9
10

11

12

採取箇所
甲山陶石
　〃
　’〃
油』池陶石

　〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　露頭
　〃
一号坑坑内

　二，号

　三号
　三号
　三号

　五号，第二坑

　六号，道路際

　　八号
八号，一暑坑坑口

八号，一号坑引立

試料外観
友白色堅硬
褐　 色，軟質
友　白　色，　堅硬緻密

白　　、　色，　堅硬緻密

鼠　 色，堅硬緻密

友白色，硬質
帯次白色，　堅硬緻密
黄　褐　色，　や㌧軟質

荻紫色，蠣感あり，軟質
帯褐友白色，　歎質

次白色，軟質
帯褐友白色，　硬質
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試料番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9’

、10

11

12

可塑性

や＼良

良

良

良

や＼良

最高
良

や＼良

最良

良

や㌧良

や＼良

収縮率（％）

乾燥収縮

2．5

2．5

F2．5

3．8

2．5

2，5

2．5

2．5

の

』17。0

2．5

2．5

2．5

焼成収縮
（SKユ0，R．F．）

15．0

SK10，R．F。焼成物

原石呈色

白色（良好）

18．8，臼白色

17．5

20．0

12．5

12．5

17．5

20．0

・17．5

睦　17．5

12．5

17．5

白色（良好）

次駒色（不良）

友渤色（不良）

友白色（不良）

白色（透光度大）

白色（良好）

黄褐色

友　白　色
（鉄分斑、点多し）

（不　－　良）

轡裟鷺
施粕呈色
微青色（良好）

微青色
微淡青色（良好）

友輸色（不良）

（貫入あり）

友駒青色（不良）

次驕色（不良）

微淡青色
（貫入あり）

微淡青色（良好）

淡友褐色

微青色（鉄分斑点多し）

（不　・良）

白色（良好）微青白色（良好）

白餌良好）1鯖色（蜘

磁化程度
（麗10・R・犠）

磁　 化

磁　 化

磁　 化

磁硝化
磁硝’化

磁硝化

磁硝化
磁．　化

磁化せず
吸水率大

’（陶器質）

磁　 化

磁化せず
（陶・器質）

磁　 化

耐火度
（SK）

20贈

19＋

，19一

18一

14

17一

18陶

20廟

・19＋

19

26＋

26－1

一
（ 備考），

一
1
）
試 料は0、51ポツトミルにて20時聞湿式粉砕したもの。

2）焼成物の呈色は肉眼による通常の観察によつた。

また，上記品質試験結果の中から良質と考えられる1

No．8およびのNo，12の2個の試料について，同所にお

いて化学分析および磁器素地調合範囲（SK：9～10）試験

を行つた結果次の如くである。．

磁器素地調合範囲（SK9～10）

陶石劃蛙目細劇鄭

化学成分（％）

調含比率（％） 55～65 15～20 10 10～15

8

12

75．34

77．40

15．67

13．99

0．46

0．64

0』09

0，04

0．73

2．05

0．28

0．25

（4．35）

（2。49）

3．08

すなわち上記の各種品質試験の結果から明らかなよう

に，甲山陶石および油池陶石の東部のもの‘は耐火度がや

＼低いが，油池陶石西部のものは耐火度も比較的高く，』

駐4）K20十‘Na20（アルカリ）の量は分析を行はすも，台’讃100．00％

　から他の分析成分の量を差引い牝「残量」を以て示しれ。、

3．14

および油池陶石のNQ。8，NQユ2は焼成呈色

・可塑性・透光度等ともに良好で，紬との関F

係（石友粕）においても微青白色，平滑であ，
ー
っ
七 SK10にて磁化し，磁器素地原料として

良好である、また，油池陶石のNo．7は可塑

性・透光度・焼成呈色等ともに極めて良好であるが，SK

10にて磁硝化し，粕原料としての利用が考えられる。ま

た油・池陶石のNo9・No・11はSK10燐成にしても吸水

率大で，前者は有色，後者は白色の陶器質原料として利

46一（592）
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　　　　　　　　　　　　評繕

　　　　　　　第3図京都府熊野邪下陶石鉱床鉱量計算区画図

用が考えられる。

なお，今回の調査では露頭あるいは表土に近い部分し

か観察し得ない所が多く，品質の詳しい分布は明らかで

ないが，輸出向のいわゆる白色陶磁暴用原料として使用

可能なものは甲山陶石におぐ・てはその全埋藏量の40％内

外，油池陶石においてはその東部では40％，西部では30

％内外と推定される。これら良質部は天草陶石および出

石陶石と比較して余り遜色がないものと考えられる。ま

た，輸出向の白色陶磁器用原料として使用困難なものも

一般陶磁器用原料あるいは粕原料として使用可能で，廃

石は両鉱床とも全埋藏量の20％内外と，思考きれる。

藏量は前項の品質の状態から次の如く推定きれ乱，

推定埋藏量

178，000
t

白色陶磁器用
原料として使
用可能のもの
百分比1鉱量

　　1
、40

％　　t71，200

一般陶磁器用
原料として使
用可能のもの
百分比1鉱量

　　1
40

％

、廃　　石

　　t百分比！鉱量

　　1　　t・　％
71，200　，20 　　t35，600

　　　　　　7．埋蔵量
’
甲
山 陶石および油池陶石の薗鉱床の埋藏量の算出基準

は吹の通りである・。

1）　地並以上について算出し，地並以下は一応考慮外

　とした。

2）陶石脈の上部4m内外はその質軟弱で，品質悪

　く，探掘稼行に耐えないため，これも鉱量計算から除’

外した。

3）　比重は2．5として計算した。

7．1甲山陶石
　　　走向方向の縦断面面積2，035m2

　　　平均脈巾　　　　、　　　35m．

　　　推定埋藏鉱量　　　178，000t
なお，上詑算出した推定埋藏鉱量のう．ち，．品質別の埋

7．2油、池陶石

油池陶石鉱床の堺藏量算出に当り，第3図「鉱量計算

区画図」に示した如く4区に分けた。

　　走向方向の縦‘区分
　　断面面積　（m2）

A
B
C
D

計

2，375

850

1，825

7，500

平均脈巾　推定埋藏量
　　（m）　　　　（t）

60

35

110

130

356，200

　74，400
501，900

2，437，500

3370000
，　　　　，

なお，上記算出した推定埋藏量4）うち，品質別の埋

藏量は，前項に述べた品質の状態から次の如く推定され

る。

　　　　　　8．結　論

　1）　甲山陶石および油池陶石の両鉱床は脈状を呈し

　ともにかなり広い範囲に賦存している・殊に油池陶石

・はその脈巾最大130mに達し・わが国陶石鉱床中稀に，

47門（593）
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区分

A

B

C

D

計

推i定埋藏量

　　　　t
　356，200

　74400・
　　，

　501900
　　，

2，437，500

3，370，000

白色陶磁器用原料とし
て使用可能のもの

百分比

4Q

4Q

・30

30

％

鉱 量

　　　t
142，500

29800
　，

150，600

731，200

1，054，100

プ般陶磁器用原料とし
て使用可能のもの

百分比

40

40

50

50

％

鉱 ．量

　　　　t
　142，500

　29800
　　，

　251，000

1，218，800’

1，642，100

廃 石

百分周

20

20

20

20

％

鉱 量
．

　　　t
，71，200

14800
　，

100300
　，

487，500

673，800

、見られる大規模なもので，各陶石鉱床の推定埋藏量は

それぞれ178，000tおよび3，370，000tに達する。

　2）亦地球の陶石鉱床は所によつて・多少耐火度そ

の他の点で相違が認められるが，鉱床の規模は前項の

如く大であるから，かなり均質のものが得られるもの

と考えられる。特に甲山陶石および油池陶石東部のも

のはその質ほダ均質で，白色陶磁器用原料として使用

可能と考えられるものは甲山鉱床で71，200t，油池鉢’

床で1，054，100tに達する。これらは現在一般に使用

されている天草・出石等の陶右と、ほ黛類似した耐火度

を示しており，あまり難点のないものと考えられるが，

実際の使用に際してはさらに詳細な品質試験の結果を

侯たねばならない。

　3）今回は塑壕掘によつて陶石脈およびその脈巾を

確認したのであるが，きらに深部の状態を十分検討し

てから今後の採掘方針を樹立すべきである。

9．現　　況

　甲山陶石・油池陶石両鉱床とも「あまべ」陶石株式会

肚（肚長小林新一・京都府中郡峯山町安1番地）によつ

　て採石権が設定きれており，昭和26年10月．以降探石を開

始し，品質試験用試料として目本碍子株式会祉（名古屋

市）6岐阜陶業株式会肚（多治見市）・日本陶料株式会壮

・（墓都市）・東京窯業株式会肚　（多治見市）等ぺ邊鉱し

　ているのみである。

労務者数

設　　備

4名

甲山陶石鉱床地区に鉱山事務所および選鉱

場各1棟あり．

　　　　　　　　　（昭和28年3月稿）

，〆
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